
議会からのたより
第37号

　
第
６
回
定
例
会
を
12
月
14
日
か
ら

17
日
ま
で
４
日
間
を
会
期
と
し
て
開

催
し
、
報
告
４
件
の
ほ
か
、
推
薦
１

件
、
条
例
等
の
改
正
３
件
、
補
正
予

算
６
件
、
発
議
１
件
の
合
計
15
件
の

議
案
が
提
案
さ
れ
、
原
案
通
り
可
決

し
、
会
期
を
３
日
残
し
て
閉
会
し
た
。

　
一
般
質
問
は
山
本
議
員
、
小
森
議

員
、
大
石
議
員
が
行
っ
た
。

◆
総
務
産
業
常
任
委
員
会
町
内
所
管
事

務
調
査
報
告
に
つ
い
て

◆
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
町
内
所
管
事

務
調
査
報
告
に
つ
い
て 第

６
回
定
例
会

12
月
14
日

◆
総
務
産
業
常
任
委
員
会
道
内
所
管
事

務
調
査
報
告
に
つ
い
て

◆
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
道
内
所
管
事

務
調
査
報
告
に
つ
い
て

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て

・
長
田
昭
氏
（
本
町
５
）
が
再
任

◆
町
長
等
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◆
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

◆
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

・
人
事
院
勧
告
に
伴
う
改
正

◆
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
新
た
に
「
建
設
課
」
を
追
加

　
平
成
31
年
４
月
１
日
〜

【
一
般
会
計
】

・
北
留
萌
消
防
組
合
負
担
金

２
，
７
６
５
千
円
減

・
バ
ス
待
合
所
建
設
及
び
撤
去
工
事

７
０
０
千
円
削
除

【
国
保
病
院
事
業
会
計
】

・
臨
時
職
員
賃
金５

，
６
１
３
千
円
増

報
　
告

議会の主な動き
  (Ｈ30.11月～Ｈ31.１月まで）

主
な
審
議
事
項

◆議会の主な動き　◆第６回議会定例会　◆町長からの行政報告
◆一般質問　◆議員出席状況　◆各常任委員会合同町内所管事務調査
◆各常任委員会合同道内所管事務調査　◆あとがき
　　　　　　発行：遠別町議会　　　　編集：議会報発行特別委員会

◆議会の主な動き　◆第６回議会定例会　◆町長からの行政報告
◆一般質問　◆議員出席状況　◆各常任委員会合同町内所管事務調査
◆各常任委員会合同道内所管事務調査　◆あとがき
　　　　　　発行：遠別町議会　　　　編集：議会報発行特別委員会

平成３０年
１１月３日
遠別町表彰式に議長外議員５名出
席
１１月１５日
第１２回議会全員協議会開催
１１月２０～２３日
全国町村議会議長大会及び留萌管
内町村議会議長会行政視察のため
議長東京都・福島県に出張
１１月３０日
第５回議会運営委員会開催
１２月３日
第１１回はまなす杯ゲートボール大
会に議長出席
１２月１４日
第１３回議会全員協議会開催

平成３１年
１月６日
遠別町新年交礼会に議長外議員
多数出席
１月７日
遠別町消防団出初式に議長外議員
５名出席
１月１０日
第１回議会報発行特別委員会開催
１月１２日
留萌駐屯地新春交礼会出席のため
議長留萌市に出張
１月１３日
遠別町成人式に議長外議員６名出
席
１月１９日
遠別商工会新年宴会に議長出席
１月２２日
遠別町老人クラブ連合会新年会に
議長出席

主
な
補
正
予
算
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議会からのたより
第37号

北
朝
鮮
籍
と
み
ら
れ
る木

造
船
の
漂
着

　
去
る
11
月
12
日
に
遠
別
漁
港
の
北

側
、
ま
た
、
13
日
に
丸
松
の
海
岸
に

北
朝
鮮
籍
と
み
ら
れ
る
木
造
船
及
び

木
造
船
の
一
部
の
漂
着
を
確
認
い
た

し
ま
し
た
。
先
に
漂
着
い
た
し
ま
し

た
木
造
船
は
、
そ
の
後
、
波
及
び
消

波
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
り
大
破
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
北
朝
鮮
籍
と
み
ら
れ
る

木
造
船
は
、
北
海
道
の
日
本
海
側
で

は
、
複
数
の
市
町
村
に
多
く
漂
着
し

て
お
り
、
現
在
、
海
洋
を
漂
流
し
て

い
る
木
造
船
も
か
な
り
あ
る
と
み
ら

れ
、
日
本
海
沿
岸
の
漂
流
木
造
船
の

数
は
、
既
に
、
過
去
最
高
だ
っ
た
昨

年
の
１
０
４
件
を
大
き
く
上
回
る
こ

と
に
な
る
と
い
う
情
報
を
得
て
お
り

ま
す
。
北
海
道
で
は
、
多
く
の
漂
流

木
造
船
が
確
認
さ
れ
て
い
る
状
況
に

鑑
み
、
漂
流
船
の
処
理
に
つ
い
て
は
、

当
面
、
今
年
度
予
算
の
範
囲
内
で
可

能
な
限
り
漂
流
・
漂
着
船
の
陸
揚
げ

を
行
い
、
適
切
な
一
時
保
管
の
措
置

を
講
じ
る
と
と
も
に
、
来
年
度
当
初

に
処
分
に
着
手
で
き
る
よ
う
必
要
な

措
置
を
講
じ
る
と
し
て
お
り
ま
す
。

本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
今
後
、
さ

ら
に
漂
着
す
る
木
造
船
が
増
え
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
状
況
を
把

握
し
な
が
ら
、
処
理
が
必
要
と
な
れ

ば
、
次
年
度
に
速
や
か
に
処
理
で
き

る
よ
う
に
手
続
き
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
の
受
託
辞
退

　
市
町
村
生
活
バ
ス
路
線
と
し
て
運

行
し
て
お
り
ま
し
た
清
川
線
と
上
遠

別
線
の
バ
ス
運
行
は
、
平
成
24
年
４

月
１
日
か
ら
国
土
交
通
省
の
地
域
内

フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
補
助
を
受
け
て
、

デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
に
移
行
し
現
在
、

運
営
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
去
る

11
月
20
日
、
運
営
受
託
会
社
で
あ
り

ま
す
沿
岸
バ
ス
株
式
会
社
社
長
が
来

庁
さ
れ
、
こ
こ
数
年
で
、
運
転
者
の

定
年
退
職
が
多
く
見
込
ま
れ
、
そ
の

補
充
も
非
常
に
困
難
な
状
況
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
平
成
32
年
９
月
30
日
を

も
っ
て
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
の
受

託
を
辞
退
し
た
い
と
の
申
し
出
が
ご

ざ
い
ま
し
た
。
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行

に
つ
き
ま
し
て
は
、
小
・
中
学
生
の

町
長
か
ら
の
行
政
報
告
（
抜
粋
）

町
長
か
ら
の
行
政
報
告
（
抜
粋
）

通
学
や
交
通
弱
者
の
足
と
し
て
、

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な

交
通
手
段
で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
等
を
調

査
す
る
な
ど
運
行
形
態
の
見
直
し

を
行
い
、
よ
り
効
率
の
良
い
安
全
・

安
心
な
交
通
手
段
の
確
保
に
向
け

て
、
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

遠
別
町
立
国
保
病
院
新
改
革

プ
ラ
ン
検
証
委
員
会
の
設
置

　
総
務
省
新
公
立
病
院
改
革
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
平
成
29
年

３
月
に
策
定
い
た
し
ま
し
た
遠
別

町
立
国
保
病
院
新
改
革
プ
ラ
ン
に

つ
い
て
、
実
施
状
況
の
点
検
及
び

評
価
検
証
を
行
う
た
め
、
11
月
１

日
に
検
証
委
員
会
設
置
要
綱
を
定

め
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
第
１
回

会
議
の
開
催
を
12
月
21
日
に
予
定

し
て
お
り
、
各
委
員
へ
の
委
嘱
状

の
交
付
や
、
平
成
29
年
度
決
算
と

の
比
較
、
目
標
達
成
に
向
け
た
具

体
的
な
取
り
組
み
な
ど
を
説
明
し
、

検
証
し
て
い
た
だ
く
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
後
に
つ
き
ま

し
て
は
、
来
年
10
月
以
降
に
平
成

30
年
度
決
算
数
値
と
の
比
較
や
、

病
院
に
対
す
る
ご
意
見
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
町
立
国
保
病
院
の
効

率
的
な
経
営
運
営
に
役
立
て
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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再

質

問

議会からのたより
第37号

戦
没
者
、
功
労
者

追
悼
式
の
あ
り
方

Ｑ【
山
本
議
員
】　
追
悼
式
は
ご
遺
族
の
高

齢
化
が
進
み
、
参
加
者
も
年
々
減
少
傾
向
に

あ
る
。
命
の
尊
さ
と
平
和
の
大
切
さ
を
後
世

へ
受
け
継
い
で
い
く
た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら
は
、

ご
遺
族
や
関
係
者
だ
け
で
は
な
く
、
若
い
世

代
の
参
列
も
検
討
す
べ
き
と
思
う
が
町
長
の

考
え
を
伺
う
。

Ａ【
笹
川
町
長
】
　戦
没
者
、
功
労
者
追
悼

式
は
毎
年
８
月
19
日
に
執
り
行
っ
て
い
る
。

遠
別
町
の
遺
族
会
の
会
員
も
高
齢
化
が
進

ん
で
お
り
、
今
年
は
戦
没
者
遺
族
62
人
、

功
労
者
遺
族
27
人
、
来
賓
ほ
か
合
計
で
１

５
２
人
の
方
に
案
内
を
し
た
が
参
列
者
総

数
は
42
人
だ
っ
た
。
若
者
た
ち
に
は
今
の

平
和
な
日
本
で
暮
ら
せ
る
の
は
戦
没
者
の

犠
牲
の
上
に
あ
る
事
を
伝
え
て
い
く
こ
と

も
我
々
の
責
務
だ
と
思
っ
て
い
る
。
今
ま

で
は
一
般
町
民
に
は
案
内
を
し
て
き
て
い

な
か
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
参
列
者
の
お

願
い
を
広
報
、
双
方
向
シ
ス
テ
ム
を
使
っ

て
い
く
。
又
調
整
が
必
要
だ
が
、
小
、
中

学
生
や
高
校
生
の
参
列
も
検
討
し
て
い
く
。

12  

月  

定  

例  

会  「  

一  

般  

質  

問  

」

吹
雪
災
害(

立
ち
往
生
、

渋
滞
等
）
へ
の
対
応

Ｑ【
山
本
議
員
】
　吹
雪
に
よ
る
通
行
止
め

の
た
め
、
町
内
を
走
る
国
道
に
車
の
渋
滞

等
が
発
生
し
た
場
合
、
国
道
沿
等
の
住
民

へ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
が
、
町
と
し
て

の
対
応
、
対
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か

町
長
の
考
え
を
伺
う
。

Ａ【
笹
川
町
長
】
　吹
雪
な
ど
で
の
長
時
間

の
通
行
止
め
に
よ
る
自
動
車
の
駐
車
、
ト

イ
レ
に
つ
い
て
は
道
の
駅
が
利
用
で
き
る
。

国
や
道
の
道
路
管
理
者
か
ら
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
の
利
用
の
要
請
を
受
け
た
場
合
は

協
力
し
て
い
る
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
道
路
管
理
者
と
情

報
を
共
有
し
な
が
ら
住
民
の
安
全
確
保
に

努
め
る
。
住
民
へ
の
周
知
は
開
発
建
設
部
、

建
設
管
理
部
の
情
報
発
信
と
共
に
、
防
災

メ
ー
ル
で
情
報
を
発
信
し
て
い
く
。

Ｑ【
山
本
議
員
】
　今
の
答
弁
で
は
通
行
止
め

の
情
報
は
個
々
が
道
路
情
報
を
道
路
管
理
者

か
ら
情
報
を
収
集
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

の
答
弁
で
あ
っ
た
。
本
町
で
も
羽
幌
道
路
事

務
所
よ
り
連
絡
が
入
っ
て
い
る
と
思
う
。
そ

の
都
度
、Ｉ
Ｐ
電
話
等
で
電
話
番
号
を
載
せ

た
ら
良
い
と
思
う
。
特
に
命
に
関
わ
る
人
工

透
析
の
人
達
の
不
安
を
取
り
除
く
た
め
に
も

防
災
メ
ー
ル
が
受
け
取
れ
な
い
人
達
の
た
め

に
も
連
絡
先
を
知
り
た
い
住
民
が
沢
山
い
る

の
で
再
度
答
弁
願
う
。

Ａ【
笹
川
町
長
】
　今
、
山
本
議
員
か
ら
は

Ｉ
Ｐ
電
話
等
で
番
号
を
周
知
す
る
よ
う
に
と

い
う
話
が
あ
っ
た
。
状
況
と
し
て
住
民
の
方
々

に
は
Ｉ
Ｐ
告
知
が
良
い
の
か
紙
が
良
い
の
か
、

こ
れ
か
ら
何
が
良
い
の
か
対
応
さ
せ
て
い
た

だ
く
。
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Ｈ
29 

防
災
訓
練
の
様
子

議会からのたより
第37号

自
然
災
害
対
策

【
小
森
議
員
】
　北
海
道
全
域
が
ブ
ラ
ッ
ク

ア
ウ
ト
に
よ
り
、
す
べ
て
の
機
能
が
失
わ

れ
る
停
電
の
重
大
事
に
直
面
し
、
自
然
災

害
時
の
、
行
政
の
対
策
・
対
応
力
が
問
わ

れ
て
い
る
。

　
平
成
26
年
に
、
地
域
防
災
計
画
・
津
波

避
難
計
画
・
防
災
備
蓄
計
画
を
作
成
し
、

そ
し
て
自
主
防
災
組
織
や
避
難
訓
練
、
防

災
備
蓄
倉
庫
も
建
設
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
災
害
情
報
は
、
速
や
か
な
情

報
発
信
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
災
害
対
策

本
部
ま
た
情
報
発
信
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
の
対
応
策
が
喫
緊
の
課
題
と
考
え
る
。

　
４
点
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

Ｑ
１
【
小
森
議
員
】　
今
回
の
よ
う
な
停
電

な
ど
に
対
応
で
き
る
災
害
対
策
本
部
と
し

て
十
分
な
機
能
発
揮
で
き
る
対
応
策
は
進

ん
で
い
る
か
。

Ａ
１
【
笹
川
町
長
】　
可
動
式
小
型
発
電
機

２
台
を
配
置
し
て
い
る
が
、
災
害
対
策
本

部
の
み
の
電
源
回
復
の
容
量
し
か
な
く
、

庁
内
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
環
境
を
維

持
で
き
な
い
た
め
、
停
電
時
に
お
け
る
対

応
は
十
分
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
対
応
策

と
し
て
、
来
年
度
予
算
で
、
庁
舎
１
階
、

２
階
及
び
外
部
と
連
携
す
る
サ
ー
バ
の
電

力
を
回
復
で
き
る
容
量
の
非
常
用
電
源
設

備
を
確
保
す
る
。

Ｑ
２
【
小
森
議
員
】　
地
域
防
災
計
画
に
職

員
の
動
員
・
配
備
の
項
目
が
あ
る
が
、
改

め
て
災
害
時
に
お
け
る
防
災
対
策
本
部
に

関
係
す
る
職
員
へ
の
周
知
や
協
議
は
進
め

ら
れ
た
か
。

Ａ
２
【
笹
川
町
長
】　
本
年
度
に
机
上
防
災

訓
練
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、
１
月
中

の
実
施
に
向
け
、
担
当
部
署
に
お
い
て
、

関
係
機
関
、
関
係
者
、
職
員
に
対
し
て
、

周
知
を
図
っ
て
い
く
。

Ｑ
３
【
小
森
議
員
】　
様
々
な
災
害
に
対
応

で
き
る
、
双
方
向
通
信
シ
ス
テ
ム
と
合
わ

せ
た
情
報
発
信
・
受
信
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
３
【
笹
川
町
長
】　
現
在
の
Ｉ
Ｐ
告
知
端

末
は
、
サ
ポ
ー
ト
終
了
等
に
よ
り
、
更
新

す
る
状
況
に
あ
り
、
今
後
は
サ
ー
バ
ク
ラ

ウ
ド
化
に
よ
り
、
遠
別
町
内
が
停
電
と
な

っ
て
も
別
の
場
所
に
サ
ー
バ
を
備
え
る
こ

と
で
、
情
報
の
発
信
は
可
能
と
な
る
。
テ

レ
ビ
電
話
で
の
受
信
は
困
難
で
あ
る
が
、

携
帯
電
話
で
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
に
よ
り
、
情
報
を
受
信
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
た
め
、
更
新
時
期
等
を
検

討
し
て
い
る
。

Ｑ
４
【
小
森
議
員
】　
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
避
難
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、

全
戸
配
布
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
４
【
笹
川
町
長
】　
来
年
度
に
お
い
て
、

整
備
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

防
災
マ
ッ
プ
及
び
避
難
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

完
成
後
は
全
戸
配
布
す
る
。

Ｑ
３‐

２
【
小
森
議
員
】　
情
報
発
信
・
受

信
に
つ
い
て
、
携
帯
ア
プ
リ
は
全
町
民
が

情
報
受
信
で
き
る
の
か
、
環
境
が
き
ち
っ

と
整
う
の
か
が
心
配
で
あ
り
、
災
害
発
生

時
に
お
い
て
全
町
民
に
避
難
情
報
な
ど
が

速
や
か
に
的
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
携
帯
ア

プ
リ
の
他
に
も
情
報
受
信
対
応
策
が
必
要

で
は
な
い
か
。

Ａ
３‐

２
【
笹
川
町
長
】　
情
報
発
信
機
材

も
発
達
し
て
き
て
い
る
、
ア
プ
リ
が
簡
単

に
使
え
る
よ
う
な
形
で
、
機
材
、
機
器
を

整
備
し
、シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

再

質

問
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「
な
ご
ー
み
」
の
公
衆
浴
場
に

対
す
る
高
齢
者
入
浴
券
の
交
付

Ｑ【
大
石
議
員
】　
本
年
７
月
に
、
幅
広
い

世
代
交
流
施
設
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
多
世

代
拠
点
交
流
セ
ン
タ
ー
「
な
ご
ー
み
」
に
併

設
さ
れ
た
公
衆
浴
場
へ
行
く
目
的
は
、
単
に

身
体
を
清
潔
に
す
る
た
め
だ
け
で
は
な
く
、

お
互
い
の
近
況
や
体
調
等
の
話
を
す
る
コ
ミ

ニュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
。
そ
の

こ
と
が
健
康
維
持
に
も
つ
な
が
る一つ
の
方
法

で
も
あ
り
、
最
近
の
専
門
家
の
研
究
に
よ
る

と
、
高
齢
者
の
入
浴
は
「
認
知
症
」
予
防

対
策
に
も
な
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
遠
別

町
で
は
既
に
「
旭
温
泉
」
の
高
齢
者
入
浴
券

を
交
付
し
、
利
用
実
績
は
70
％
以
上
と
高
く
、

高
齢
者
か
ら
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

に
加
え
て
「
な
ご
ー
み
」
の
公
衆
浴
場
に
も
、

高
齢
者
入
浴
券
を
交
付
し
、
高
齢
者
の
健

康
管
理
に
役
立
て
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
町

長
の
考
え
は
。

Ａ【
笹
川
町
長
】
　高
齢
者
入
浴
券
に
つ
い

て
は
、
平
成
18
年
作
成
の
遠
別
町
自
立
計

画
で
、
町
が
自
立
し
て
い
く
た
め
に
必
要

な
行
財
政
改
革
や
町
民
の
負
担
な
ど
を
明

確
に
し
て
い
る
。「
使
用
料
・
手
数
料
改
定

等
検
討
委
員
会
」を
設
置
し
て
検
討
を
行
い
、

平
成
17
年
12
月
の
答
申
を
受
け
て
、
公
衆

浴
場
の
入
浴
料
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
18

年
３
月
31
日
以
前
は
、
本
町
に
住
所
を
有

し
て
い
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
無
料
で

あ
っ
た
が
、
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
は

１
５
０
円
に
改
正
に
な
り
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
。

　
高
齢
者
温
泉
入
浴
券
交
付
事
業
は
、
高

齢
者
の
健
康
増
進
及
び
交
流
の
拡
大
を
図

り
、
い
き
い
き
と
し
た
心
の
健
康
づ
く
り

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
温
泉
入

浴
券
を
交
付
し
て
い
る
が
、「
な
ご
ー
み
」

の
浴
場
は
、
公
衆
浴
場
で
あ
り
、
一
般
的

に
考
え
て
も
料
金
の
１
５
０
円
は
安
価
で

あ
り
、
妥
当
な
金
額
と
理
解
を
し
て
い
る
、

現
時
点
で
新
規
に
無
料
入
浴
券
を
交
付
す

る
考
え
は
な
い
。

　
今
後
、
高
齢
者
の
ご
意
見
を
お
聴
き
し
、

ど
の
よ
う
な
手
法
が
良
い
か
、検
討
し
た
い
。

Ｑ【
大
石
議
員
】
　平
成
18
年
４
月
１
日
よ

り
遠
別
町
自
立
計
画
に
よ
り
、
１
５
０
円

に
改
正
に
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
。

　
現
時
点
で
の
無
料
入
浴
券
を
交
付
す
る

考
え
は
無
い
と
の
答
弁
だ
が
、
今
後
、
高

齢
者
の
ご
意
見
を
お
聴
き
し
、
ど
の
よ
う

な
手
法
が
良
い
の
か
、検
討
と
の
こ
と
だ
が
、

具
体
的
な
考
え
が
あ
っ
た
ら
、
ど
の
よ
う

な
方
法
で
高
齢
者
の
意
見
を
聴
く
の
か
、

ま
た
、い
つ
頃
を
目
途
に
検
討
を
行
う
の
か
、

再
度
答
弁
願
う
。

Ａ【
笹
川
町
長
】
　状
況
と
し
て
、
平
成
18

年
時
点
の
協
議
で
、
今
ま
で
無
料
だ
っ
た

の
は
果
た
し
て
ど
う
な
の
か
っ
て
い
う
一

般
的
な
思
い
の
中
で
１
５
０
円
を
い
た
だ

い
て
、
今
に
至
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
尚

且
つ
、
無
料
に
し
た
方
が
良
い
と
の
お
考

え
で
の
再
質
問
と
理
解
を
し
て
い
る
。今
後
、

老
人
ク
ラ
ブ
、
町
内
会
の
方
々
と
も
十
分

協
議
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
ど
ん
な
形

が
良
い
か
来
年
１
年
か
け
て
、
協
議
を
進

め
る
。

次の定例会は３月上旬 の開催予定です。
詳しくはテレビ電話でご確認ください。

【お問い合わせ】
　議会事務局　電　話　７－２１４７（直通）
　　　　　　　メール　gikai@town.embetsu.hokkaido.jp

えんべつの議会を傍聴してみませんかえんべつの議会を傍聴してみませんか
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総務産業常任委員会
青年部連携地域活性化事業の取り組み状況
　事業主体は、ＪＡオロロン遠別青年部、遠別商工会青年部、
遠別漁業協同組合青年部で構成される青年部連携地域活性
化実行委員会で、地域イベント事業により、まちの振興、地域
経済の活性化を図ることを目的に設立された。
　今年度は、８月７日に「未来の担い手育成事業」として、
社会教育事業と連携し、小学生を対象に農業・漁業の職場
見学や体験事業が実施され、また、８月１８日には、仮装盆踊
り大会と同時に「青年部連携ビアガーデン事業」が実施され、
約５００名の来店者数があった。

　今後の事業計画については、今年１月に開催された「わか
もの交流事業」に準じたものが、平成３１年１月に実施される
予定である。本事業も２年目であり、今年度も町は補助金を支
出していることから、単なる飲食等で終わるような事業になる
ことのないよう、行政も事業の実績や計画の内容を十分把握
した中で、遠別町の今後を担う人材の取り組みを支援していた
だきたい。

文教厚生常任委員会
遠別中学校施設（校舎等）整備等の今後の方向性
　昭和４４、４５年度の２ヵ年で建設された遠別中学校校舎につ
いて、建設から５０年近くの年数が経過し、老朽化がかなり進
んでいる。遠別町総合計画の中では平成３１年度実施設計、
平成３２年度建設ということで記載をされているが、計画通り
の実施は困難とのことである。
　平成３１年度にＰＴＡ、地域の有識者も含めての検討委員会
を立ち上げる予定となっているが、建設場所の問題、人口減、
少子化による生徒数の推移を受けての建設規模の問題等、検
討する項目は多岐にわたる。
　今後については、遠別町総合計画の中には病院の建設等も
予定されており、財源確保、優先順位の問題等により計画の
先送りはやむを得ないと思うが、中学校建設に当たっては早い
段階で建設年度を明確にし、検討委員会において十分協議の
上、将来に向かってのビジョンを持った中での建設をお願いし
たい。

総務産業・文教厚生常任委員会合同町内所管事務調査
　平成３０年９月１４日に総務産業常任委員会と文教厚生常任委員会による合同町内所管事務調査（現地調査）が行われ、午
前中には現地調査活動として、北海岸線道路災害応急工事（丸松地区）の状況の他６箇所を調査し、午後からは各常任委員
会に分かれ、議会審議の参考に資するため、担当者への事情聴取が行われた。

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
事
業
の
様
子

事情聴取での主な調査活動事項

現地での調査活動

北海岸線道路災害応急工事
（丸松地区）の状況〈丸松〉① 遠別町・天塩町

共同斎場建設工事の状況〈北里〉② 作況状況〈久光〉③

遠別中学校施設（校舎等）
の状況〈幸和〉④ Ｂ&Ｇ海洋センターの状況

〈幸和〉⑤ 金浦地区建設海岸の状況
〈金浦〉⑥ 道の駅建設工事の状況

〈富士見〉⑦
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　壮瞥町商工会会員などで構成する委員会を中心に、２０１３
年の秋から町内産のこだわりのカボチャを使ったスイーツを町
内の旅館や飲食店などで提供を開始した。また、２０１５年か
らは、町内の果樹農家や商工、観光業者ら約２０名で実行委
員会を組織し、特産のリンゴを使ったシードル（りんご酒）と
炭酸ジュース造りに乗り出している。

　「壮瞥町農商工連携推進委員会」の設置により、基本戦
略を策定し、商品開発やイベントの開催、補助制度の整備な
どを行い、新たな特産品の開発を進めている。
　地元特産品に対し、付加価値を付けて販売することにより、
地元が活性化するという考えのもと積極的な取り組みを行って
いる。

総務産業・文教厚生常任委員会合同道内所管事務調査
　平成３０年１０月１０日から１２日にかけて、総務産業常任委員会と文教厚生常任委員会による合同道内所管事務調査が行われ、
総務産業常任委員会柏谷委員長外３名、文教厚生常任委員会小森委員長外３名、議長、随行職員２名の計１１名が出席した。

　ただ単に商品開発するだけではなく、ドメイン設定の検討も
行われており、「だれに、何を、どの様に」といったターゲット（消
費者）の設定も考慮し販売されている。当町にも地元特産品
を使った商品は開発されている。しかしながら、地元特産品
を使ってはいるものの、町内において開発されたものではなく、
委託事業者による開発である。町を活気づける意味において
も、商品を開発するに当たっては町内の団体であったり、有
志で構成されたメンバーにより開発することにより、商品への
愛着であったり、更にはＰＲ活動が活発になるのではないかと
思われる。

－　農商工連携の取り組み（有珠郡壮瞥町）　－
総務産業常任委員会

　旧比布中学校の校舎は建設から約４０年が経過し、老朽化
による耐力度不足等も問題となっていた。平成２６年度から３
年間、北海道教育委員会より「小中連携、一貫教育実践事業」
の指定を受け、義務教育９年間を見通した指導計画の作成や、
小中による乗り入れ授業等に取り組んできた。比布町内では
小学校１校、中学校１校であり、今後の児童・生徒数の減少や、
小中連携を進める上で、柔軟な学習環境を提供するため、
小学校と中学校を併設することが望ましいという結論に至り、
現在の小学校敷地に新たな中学校を建設することとなった。

　新校舎を建設するに当たり、住民アンケート、教育委員に
よる先進地視察などを行い、小中学校校長・教頭、ＰＴＡ、
社会教育委員による「比布中学校校舎改築検討委員会」が
設置され、「校舎改築基本計画」が策定された。

　当町においても総合計画の中で遠別中学校の改築につい
て、明記がされているが、建設に当たっては、比布町同様に
住民アンケート、検討委員会を設置するなどして、十分な議論
を行い、基本計画を策定の上、今後の人口減少、少子化な
どの状況を見ながら、適切な中学校校舎の建設が望まれる。
また、建設場所等の問題に絡み、難しい問題ではあるが義務
教育９年間の小中連携については大変有用であると思われる。

－　①小中連携を見据えた中学校施設整備（上川郡比布町）　－
文教厚生常任委員会
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あとがき （山本　仁美）
　年末のなんと気ぜわしいことでしょうか。私の机の周りには整理されずに積まれた書類や文章が至るところに
積み上げられています。この「議会からのたより」が皆さんのお手元に届きますのは２月中旬です。12月の定
例会が終わりました。今回の定例議会は補正等執行過程によって生じる予算の変更等に関する審議が中心でし
た。私は３年前の５月に議会報発行特別委員会のメンバーとしてスタートしました。どんなに素晴らしい議員の
活動も皆さんに知ってもらう努力を怠れば評価は無きに等しい事と心に思い、町民の皆さんの立場であらゆるツ
ールを使って広報を行う事を肝に銘じてきました。これからは人口減少社会に
備えて、安心して生活が出来る町づくりが望まれると思います。今まで皆さん
のご意見を頂きながら議会活動を誌面を通して届けることができました。
　最後になりますが持ち回りで来ました「あとがき」も今期が最後の私の担当
となりました。年４回発行の「議会からのたより」を今まで読んでいただき本
当に有難うございました。

議会報発行特別委員会
委 員 長　　中村　光年
副委員長　　小森　嘉孝
委　　員　　山本　仁美

西 畑　広 男 1 1 1 3

1 2 1

3 3 4 4 100.0%

中 村　光 年 1 1 1 4 3 3 1 5 4 1 80.0%

山 本　仁 美 1 1 1 3 3 3 4 4 100.0%

柏 谷　美 春 1 1 1 3 3 3 4 4 100.0%

寺 崎　邦 昭 1 1 1 2 2 2 3 3 100.0%

木 村　秀 雄 1 1 1 2 2 2 3 3 100.0%

千 葉　光 悦 1 1 1 2 2 2 3 3 100.0%

大 石　幸 夫 1 1 1 2 2 2 3 3 100.0%

小 森　嘉 孝 1 1 1 4 4 4 5 5 100.0%

出

席

日

数

合

計

②

＋

④

⑥
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④

　町立寿都診療所は平成１７年４月、財政難から廃止された
道立寿都病院の機能を受け継ぎ、開所された。「家庭医」の
人材育成を行う医療法人社団カレスアライアンス・北海道家
庭医療学センターと業務提携を行い、同センターから医療ス
タッフが派遣される形で、常勤の医療スタッフの確保を実現し
ている。診療のみならず健康維持、増進の活動を行うことも
役割として位置づけており、住民の健康づくりに向けた中核的
な役割を担っている。診療所に移管後、それまで減少傾向に
あった外来患者数は増加に転じ、また、赤字額（純利益損失）
については、道立病院時代は毎年３～４億であったのが、移
管後は約１億７０００万円に圧縮された。（２００７年）

　診療体制については平成３０年度から、指定管理者制度に
より、医療法人家庭医療学センターによる運営が開始され、
医師３名、理学療法士１名、看護師１３名など、当センターの
職員が寿都診療所に派遣をされており医師等の欠員が出るこ
とはない。診療科の家庭医療科については家庭医（常勤医）
で対応、産婦人科は八雲総合病院から、精神科については
倶知安厚生病院から派遣を受けて、週1回の対応を行ってい
る。ドクターヘリによる札幌市内他、救急病院との医療連携
が図られており、救急対応にも万全を期している。

　病院を運営する上で一番難しいのは医師・看護師・専門
技術職の確保かと思われるが、当診療所においては指定管
理者制度を利用し、問題を解消している。町民の受診者数も
道立病院の終末期の頃より増えているとのこと。背景には診
療のみならず健康維持、増進の活動やドクターヘリなどの救
急医療体制の構築が町民の安心に繋がり、診療所への受診
が増えたと思われる。総合計画に、病院の改築が明記をされ
ているが、病院維持なのか、診療所化なのか、改築と合わ
せて今後検討がなされると思うが、改築しても町民に利用さ
れなければ意味が無い。町民が安心して利用できる医療機関
の構築に向けて、今後、検討会議等における十分な協議が
必要であると考えられる。

－　②過疎地における持続的な医療体制の構築（寿都郡寿都町）　－
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